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１月１２日に開催されたＪＲ貨物労組新春学習会において、青年部を代表して

全国青年部の永井事務長が決意表明を行ないました。 

   

  ＜決意表明 要旨＞ 
・担い手づくりについて、各地方で青年部組織の課題を明確にして取り組むこと。

また脱退問題に対して、貨物労組の活動や成果を職場の青年部員へと伝えるた

めに、職場活動を担う支部青・分青の活性化や、レクなどを通じた関係性を深

める取り組みを展開していくこと。 

・政治と平和については、防衛費増額や敵基地攻撃能力の保有といった「戦争す

る国づくり」によって危機的状況にあるなか、各地で反戦・平和の声をあげ続

けていくこと。４月の「統一地方選挙」にむけて「国会見学」などで政治意識

を高め、政治に強い青年部の実現をめざすこと。 

・総団結方針について、貨物労組組合員の団結によって様々な要求をかち取るべ

く、「党派（政党）の介入を許さず」「綱領、規約・諸規則、機関決定を守る」

という当たり前の組織運営を徹底していくこと。 

最後に、物価高騰による厳しい生活の打開にむけて、「青年部独自の全国統一

職場集会日」をはじめとした各取り組みによって、２３春闘を青年部が最先頭で

闘い抜くことを明らかにし、決意表明を行ないました。 

 


